
撮影：細野晋司

Technical Theatre Training Program

2024.2.23　　  13：00　17：00
世田谷パブリックシアター

主催：公益財団法人せたがや文化財団 　後援：世田谷区
助成：一般財団法人地域創造　　　　 　文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業） 　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　独立行政法人日本芸術文化振興会
協賛：カヤバCS株式会社　TOA株式会社　丸茂電機株式会社
協力：カヤバCS株式会社　株式会社サンケン・エンジニアリング　三精テクノロジーズ株式会社　森平舞台機構株式会社
　　　公共劇場舞台技術者連絡会　公益社団法人 劇場演出空間技術協会　公益社団法人 全国公立文化施設協会

舞台技術講座 安全セミナー49 th

金
祝

会場

舞台機構 未来像の制御とモーターの
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メーカーで開発した機構操作卓、モーターなどをロビーに展示いたします。

Technical Theatre Training Program

2024.2.23（金・祝）  13：00　17：00

今回のセミナーでは、日本を代表する機構メーカーが、自社の最新製品
の特徴と課題をご紹介しながら、「舞台機構の制御とモーターの未来像」
についてプレゼンテーションいたします。
後半では、関東近郊の創造型劇場の技術者を交えて、現況の課題と将来
の展望についてディスカッションをおこない、これからの舞台芸術につ
いてともに考えていきたいと思います。

プログラム
1部 『舞台機構の制御とモーターの未来像』

概要
日時

会場
対象
参加費
募集人数
申込期間
申込方法

2024年2月23 日(金・祝 ) 13:00 - 17:00
ロビー開場  11:00　 客席開場  12:30
世田谷パブリックシアター
舞台芸術、舞台の安全に関心がある方ならどなたでも。
一般 1,000 円（税込）、学生 500 円（税込）
150 人
2024年1月28日（日）12：00 ～ 2月22日（木）20：00
Google フォームよりお申込みください。
※先着順、事前申込が必要です。

https://forms.gle/R8brHDqvYuiGsKcg6

参加費は当日現金でお支払いください。
詳細は申込ページをご確認ください。

最新情報はホームページの学芸情報（https://setagaya-pt.jp/programs/）、X（https://twitter.com/tech_setagayapt）にてご確認をお願いいたします。
お申込み時にいただく個人情報は（公財）せたがや文化財団個人情報保護規定により、本企画以外の目的には使用いたしません。

世田谷パブリックシアター技術部 舞台技術講座担当 

お問い合わせ

MAIL
TEL
住所

youseikouza@setagaya-ac.net　 
03-5432-1522　FAX　03-5432-1529  
〒154-0004 東京都世田谷区太子堂4-1-1

メール送信用

シアタートラム

世田谷パブリックシアター
講座会場 ３F

東急世田谷線
三軒茶屋駅

東急田園都市線
三軒茶屋駅

舞台技術講座 基礎編テキスト2021ver.絶賛販売中!!

https://shop.setagaya-pt.jp/

世田谷パブリックシアター・オンラインショップにて
舞台技術講座 基礎編テキスト（安全・音響・照明）を販売中！

● 価格　各1,000円（税込、送料別）
● 3冊セット価格　2,700円（税込、送料別）

舞台機構
舞台技術講座 49 th　安全セミナー

プレゼンタープレゼンター  カヤバCS株式会社／株式会社サンケン・エンジニアリング／
三精テクノロジーズ株式会社／森平舞台機構株式会社

進行役
パネリスト　カヤバCS株式会社／株式会社サンケン・エンジニアリング／
三精テクノロジーズ株式会社／森平舞台機構株式会社／東京芸術劇場／
KAAT神奈川芸術劇場／彩の国さいたま芸術劇場／世田谷パブリック
シアター　より登壇

熊谷明人（世田谷パブリックシアター技術部長補佐）
2 部 『舞台機構・現在の課題と可能性』

展示

未来像の制御とモーターの


